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概要 
近年，会話中で発話する直前に，相手発話の聴取理解

と自らの発話計画による二重課題が発生することが報
告されている。また，高齢者は一般に二重課題が困難で
あること，発話にエラーが多いことが知られている。そ
こで，本研究では，会話中に発生する二重課題が，高齢
者の発話エラーの発生に関連するか検討した。その結
果，会話中に二重課題が発生する条件において，高齢者
の発話エラー発生率は増加した一方，若年成人の発話
エラー発生率は増加しないことが明らかになった。 
 
キーワード：会話（conversation）, 二重課題 (dual task)，
非流暢性（disfluency） 

1. はじめに 

会話では話し手と聞き手の入れ替わり，すなわちタ

ーンの交換である話者交替が頻繁に行われる（Sacks et 

al., 1974）。話者交替の際，発話と発話の間が長くなって

しまうと，続く発話が否定的な返答であると期待させ

る等，言外の意味が発生する。そのため，通常，話者交

替には時間的な制約が存在し，実際に多くの言語にお

いて発話と発話の間は平均して 0msから 200ms程度と

非常に短い（Stivers et al., 2009）。その一方で，人間は線

画について命名する（例：「あり」，「うさぎ」）という単

純な口頭反応であっても最短で 0.7 秒程度の時間を要

する（Nishimoto et al., 2012）。このような反応時間の矛

盾を解消するために，会話中，潜在的な次話者は，自分

の発話を計画するために十分な情報が手に入った時点

で，現話者の発話を聞きながら，二重課題状況下で自ら

の発話内容を計画し始めることが知られている

（Barthel et al., 2016; Boiteau et al., 2014; Levinson & 

Torreira, 2015）。発話計画とは，前言語的な概念段階の

発話について語句の選択を行う過程を指す。会話中に

聴取理解と発話計画による二重課題を処理することは，

若年成人であっても負荷の高い認知課題である

（Barthel & Saupee, 2019）。 

これまでに，高齢者は若年成人と比較して会話中の

発話の流暢性が低く，言い間違いによるエラーの発生

率が高いことが報告されている（Engelhardt & 

Markostamou, 2024）。若年成人と比較して，一般に高齢

者は二重課題のパフォーマンスが低下するため

（Kramer & Madden, 2008; Verhaeghen & Cerella, 2003），

会話中に発生する，若年成人であっても困難な，聴取理

解と発話計画の二重課題が，高齢者の発話エラーの原

因となっている可能性がある。そこで，本研究では，情

報の十分性を操作することのできる対話課題（図 1）を

用い，会話中に発生する聴取理解と発話計画の二重課

題が，高齢者の発話エラーを増加させるか検討した。 

仮説として，高齢者は二重課題状況の発生しない条

件と比較して，二重課題の発生する条件で発話エラー

発生率が高くなると考えられる。また，高齢者と比較し

て二重課題のパフォーマンスが高い若年成人では，二

重課題状況の発生は，発話エラー発生率に関連しない

と考えられる。 

2. 方法 

実験計画 二要因混合計画であり、参加者間要因と

して年齢群 2水準（若年成人、高齢者）、参加者内要因

として情報十分性 2 水準（情報十分、情報不十分）を

設定した。 

参加者 実験には若年成人（平均年齢 20.36±1.26歳，

男性 12名，女性 13名）と高齢者（平均年齢 70.88±5.87

歳，男性 13名，女性 12名）各 25名が，同性の大学院

生である研究協力者とペアを組み参加した。高齢者は

年齢 65歳以上，Mini-Mental State Examination（Folsteinetal., 

1975）得点 27以上，教育歴 15年以上 ssを基準に，筑

波大学「みんなの使いやすさラボ」データベース登録者

から参加者を募集した。研究協力者は心理学を専攻す

る大学院生で男性 4 名（平均年齢 24.50±0.87 歳），女

性 7名（平均年齢 23.29±1.58歳）であった。 
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 課題 対話課題は研究協力者の発話に参加者が応答

する形で行われ，研究協力者の発話が持つ情報十分性

によって，参加者にとっての聴取理解と発話計画によ

る二重課題状況の生起が操作された。課題中，研究協力

者には 3枚，参加者には 5枚の画像が 3×3のマトリク

ス内にそれぞれ呈示され，両者に対し，研究協力者に呈

示されていない画像が参加者には提示されていること，

その画像と位置を特定する課題であることが教示され

た。研究協力者は，赤枠で囲われた画像から順に，自分

に呈示された画像が何か説明すること（「こちらにはウ

デドケイ，ドライバー，ホシがあります。」），参加者は

それを聞き，研究協力者が最後に読み上げた画像の上

下左右で接している 4 か所の枠内のどこに，どのよう

な画像があるか返答すること（情報不十分条件：「ホシ

の右にビンがあります」，情報十分条件：「ホシの下にビ

ンがあります」）が求められた。加えて，研究協力者は

参加者からの返答を受けた後に，その内容に従って画

像を操作することが求められた。研究協力者が1枚目，

2枚目に命名する画像は，参加者の画面において，必ず

中央の行（列）に表示された。また，参加者の画面にお

いて，研究協力者に表示されている可能性のある画像

は赤い枠で囲われていた。そのため，研究協力者が 3枚

目に命名する画像が中央の行（列）以外に呈示され，さ

らにその画像と同じ列（行）に命名されていない画像が

2 枚有る場合，参加者は研究協力者が 3 枚目の画像を

読み上げるまで，自分が返答するべき内容が分からな

い（情報不十分条件，図 1左下）。これに対し，研究協

力者が 3 枚目に命名する画像が中央の行（列）に呈示

され，さらにその画像と同じ列（行）に命名されていな

い画像が 1 枚だけ有る場合，参加者は研究協力者が 2

枚目の画像を命名した時点で，自分が返答するべき内

容が分かる（情報十分条件，図 1右下）。実験計画上で

分析対象となるこれらの二条件に加え，ダミー試行と

して，研究協力者が 3 枚目に命名する画像が中央の行

（列）に呈示され，さらに 3 枚目に命名する画像と同

じ列（行）に命名されない画像が 2 枚ある条件を加え

た。情報十分条件において参加者は，研究協力者による

3 枚目の画像の命名を聞き取りながら二重課題状況下

で自らの発話を計画する。情報不十分条件において参

加者は，研究協力者による 3 枚目の画像の命名を聞い

た後でないと，自らの発話を計画することができない

ため，二重課題状況は発生しない。 

手続き 参加者は実験室に入室し，同意書に署名し

た後，研究協力者と互いに自己紹介を行ってから，年

齢，性別，相手と知り合いかどうかについて尋ねる質問

紙に回答した。次に，アイスブレイク課題として，チー

ム名を相談して決定した後，対話課題を行った。課題は

全 3ブロック行われ，各ブロックは 50試行，計 150試

行であった。各ブロックにおいて，情報十分条件，情報

不十分条件はそれぞれ 20 試行であり，残りの 10 試行

はダミー試行であった。課題中の視線データがアイト

ラッカー（Tobii Pro Fusion）によって測定された。アイ

図 1 課題中画面 

参加者画面（情報不十分条件） 参加者画面（情報十分条件） 

研究協力者画面 
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トラッカーのキャリブレーションは各ブロック開始時

に行われた。視線データについての結果は本報告では

割愛する。 

3. 結果 

フィラーを除く，言い直しを伴なった言い間違いを

発話エラーと定義し，条件毎にラベリングした。その結

果，若年成人の発話エラー発生率は，情報十分条件で

2.07％，情報不十分条件で 1.60％，高齢者の発話エラー

発生率は情報十分条件で 9.24％，情報不十分条件で

3.26％であった（図 2）。 

発話エラー発生率について，年齢群ごとに条件間差

を設定しないモデルに対して，条件間差を設定したモ

デルを支持するものとしてベイズファクターを算出し

た。ベイズファクターの算出には，Stan，R，R の

bridgesamplingパッケージを用いた。モデルとして，ラ

ンダム効果を組み込んだ二項ロジスティック回帰分析

に該当するモデルを用いた。条件間差を設定するモデ

ルのモデル式は以下のとおりである。添え字 c は情報

十分性（情報十分条件：1，情報不十分条件：0）を，i

は参加者を表す。Errorc, i は各条件における各参加者の

発話エラー数である。 

 

Errorc,i ~ Binomial(60, 1 (1 + 𝑒−xc,i)⁄  ) (1) 

xc,i =  a + ci  +  (b +  di) ∗ Cc (2) 

ci ~ Normal(0, sc) (3) 

di ~ Normal(0, sd) (4) 

 

ここで，Ccは情報十分条件（C1）で 0.5，情報不十分条

件（C0）で-0.5を取るダミー変数である。また，aは切

片，bは条件間差を表すパラメタ，ciと diはそれぞれ切

片と条件間差の個人差を表すパラメタである。よって，

条件間差を設定しないモデルとしては，（2）式より(b +

 di) ∗ Cc，（4）式を削除したうえで用いた。事前分布は

それぞれ a ~ Normal(0, 1)，b ~ Normal(0, 1)，sc ~ Cauchy(0, 

1)，sd ~ Cauchy(0, 1)とした。その結果，ベイズファクタ

ーの値は若年成人で 0.064，高齢者で 54248214.243であ

った。これらの値は Jeffreys（1961）の基準において，

若年成人で発話エラー発生率に条件間差を設定しない

モデルを強く支持し，高齢者で条件間差を設定するモ

デルを決定的に支持するものである。条件間差を表す

パラメタ bの値は，若年成人で-0.247（95%CI = [-0.807, 

0.295]），高齢者で-1.068（95%CI = [-1.417, -0.729]）であ

った。なお，全パラメタの収束状況は良好であった

（Rhats < 1.01）。 

4. 考察 

本研究では，会話中に発生する二重課題状況が発話

エラーの発生率に関連するか検討することを目的に，

二重課題状況の発生を情報の十分性によって操作した

課題を用いて実験を行った。また，一般に二重課題が困

難な高齢者の発話エラー発生率は情報不十分条件と比

較して情報十分条件で高く，若年成人の発話エラー発

生率は条件間で差が無いと仮説を立てた。ベイズファ

クターを用いた分析より，若年成人では発話エラー発

生率に条件間差を設定しないモデル，高齢者では発話

エラー発生率に条件間差を設定するモデルがそれぞれ

支持された。また，条件間差を表すパラメタ b の推定

値の 95％信用区間は，若年成人で 0を跨いでいたのに

対し，高齢者で 0を跨がなかった。これらの結果から，

本研究の仮説は支持され，会話中に発生する聴取理解

と発話計画による二重課題が高齢者の発話エラー発生

率を増加させる一因であることが示された。 

これらの結果は，高齢者を会話相手とした際に，完了

すると同時に十分な情報が揃うようにデザインされた

発話が，それを聞いて応答する高齢者に二重課題状況

を回避させ，発話の流暢性を向上させる可能性を示す。

高齢者の非流暢性は，会話相手のコミュニケーション

注）エラーバーは標準誤差を表す。 
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図2 条件毎の平均発話エラー発生率
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コストを増加させると考えられるため，会話相手であ

る若年成人が「完了すると同時に十分な情報が揃う発

話」をすることで，世代間コミュニケーションのコスト

が低減される可能性が示された。ただし，とりわけ日常

生活場面において，高齢者は低下した認知機能につい

て代償的な方略的による補償を行うことが知られてい

る。会話中に発生する二重課題についても，そのような

代償的な方略として，早い段階で相手の発話を予測し，

予測が完了して以降は相手の発話を聴かずに自らの発

話を計画することで回避可能であるとも考えられる。

実際に，高齢者では，相手発話の予測の失敗に関連する

と考えられる，話題から逸脱した発話を行う傾向が報

告されている（Off-Topic Velocity;  Engelhardt et al.. 

2010）。こうした補償としての予測が行われている場合

には，上記のような情報十分性をデザインされた発話

が，世代間コミュニケーションのコストを低減するこ

とはできないと考えられる。 

今後，二重課題状況が発生することを踏まえたうえ

で，高齢者が会話中に行う認知処理とコミュニケーシ

ョンの内容について，より多角的な検討を行う必要性

がある。 
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